の 朝まで、 信 長生 害の 事を秘 して、 終に 毛 利との 媾和 

に 成功した。 和 成る や 飛ぶ が 如くに 馳せ 上って、 光秀 

たから でら 

の 虚を山 崎 宝 寺 天王山に 衝き、 光秀 をして 三日天下 

の あわれ を 喫せし めた。 この 山 崎 合戦が、 まさに、 秀 

吉の 天下取りの 戦争であった。 そして 信 長の 遺した 事 

業に 対し、 偉大なる 発言権 を 握った わけ だ。 勝 家 以下 

の諸将 が、 変に 応じて 上洛 を 期した けれども、 秀吉の 

神速なる 行動に は 及ぶべく もなかった。 だが、 信 長の 

遺児 功臣 多数が 存 する 以上、 すぐ 秀吉が 天下 を 取る わ 

なんび と 

けに は 行かない。 遺児の 中 何人 をして、 信 長の 跡に 据 

える かと 云う ことが 大 問題であった。 さて B 長 信忠の 



『太閤 記』 などに は、 信忠 I 秀吉、 勝 家 I 信 孝の 間に は、 

往年 男色 的 関係が あつたな どと あるが、 それが 噓 にし 

て も、 常から そういう 組合せで 仲が よかった のだろう。 

勝 家 を 支持す る もの、 秀 吉を是 とする 者、 各々 主張し 

て 譲らず、 果 しなく 見えた。 勝 家の 苦り切る の は 当然 

である。 秀吉 この 有様 を 見て、 中座して 別室に 退き、 

香 を 薫 じ、 茶 をた てて 心静かに、 形勢 を 観望した。 し 

かし 間もなく、 勝 家に 次ぐ 名望家、 丹 羽 長秀の 言葉が 

紛糾の 一 座 を 決定に 導いた。 長秀 曰く、 子 を 立てる と 

したら 此 場合、 信 雄 信孝両 公の 孰れ を 推す か は 頗る 

問題と なる から、 それより 秀吉の 言の 如く、 嫡孫の 三 



知らぬ 間に、 著々 と 進められて 居た ので ある。 

秀吉、 濃、 勢、 江、 出馬 之 事 

清洲 会議の 結果、 三 法師 丸 を 織 田家の 相続と し、 信 

きま 

雄、 信 孝が 後見と 定 つて 居た ので あるが、 秀吉 は、 安 

土 城の 修復 を俟 つて、 三 法師 丸 を 迎え入れよ うとした。 

然るに 岐阜の 信 孝 は、 三 法師 丸 を 秀吉の 手に 委ねよう 

としない。 秀吉 をして 三 法師 丸 を 擁せし める の は、 結 

局 は 信 孝 自身の 存在 を 稀薄な ものと させる からで ある。 

秀吉 ついに、 丹 羽 長秀、 筒井 順慶、 長 岡 (後の 細 川) 



に 引 移る 為に 騒々 しいとの 注進 を 受けて は 勝 家 も 疑う 

わけに は ゆかない。 驚き 怒る けれども、 機先 は 既に 制 

せられて 居る 形で ある。 岐阜の 信 孝 も、 勝 家の 救な く 

て は、 如何と もし 難いので、 長秀を 通じて 秀吉と 和 を 

講じた。 秀吉 即ち 信 孝の 生母 阪氏 並に 三 法師 丸 を 受け 

取って、 和 を 容れ、 山 崎に 帰陣 した。 三 法師 丸 は 安土 

城に 入れ、 清 洲の信 雄 を 移り 来らし めて 後見と なした。 

キー よ うき よ -っ 

天 正 十 年 十二月の 事で、 物情 恂 々たる 中に 年 も 暮れ 

て 行った。 

明 くれば 天 正 十 一 年 正月、 秀吉、 かの 滝川 一 益 を 伊 

勢に 討つべく、 大軍を 発した。 秀吉 として は 天下の 形 



勢 日々 に 険悪で、 のんびりと 京の 初春に 酔い 得ない の 

であろう。 丹 羽 長秀、 柴 田勝豊 をして 勝 家に 備えし め 

て 後顧の 憂 を 絶ち、 弟 羽柴秀 長、 稲葉 一 徹等を 第 一 軍 

ときた ら ご え 

(二 万 五 千) として、 近 江甲賀 郡土岐 多羅 越より、 甥 三 

かずうじ お ぼ じ 

好秀 次、 中 村 一氏 等 を 第二 軍 (二 万) として 大君 畑 越 

より、 秀吉 自ら は 第三 軍 (三 万) を 率いて 安楽 越より 

して、 伊勢に 侵入した。 この 安楽 越の 時、 滝川 方で 山 

道 を 切り崩して 置いた ので 軍馬 を 通す のに 難儀した。 

ある 処 では 馬の 爪 半分 ほどし か掛ら ない 位であった。 

そこで 馬の 口 を 取る ものが 一 人、 尾 を 取る ものが 一 人 

して 通った が、 馬 はみ な 落ちて しまった。 ある 者が 馬 



て 要害 堅固な 砦が 出来た。 盛 政 は 秀吉の 各所 要害 を 一 

層に 整備す るの を 見て、 勝 家に 一 日 も 早く この 難所 を 

打ち 通らなければ、 ついに は 味方 手詰りに なると 報じ 

しゅ リの すけ 

たが、 時 既にお そしで ある。 賤ケ 岳に は 桑 山 修理 亮 (兵 

一 千)、 東 野 山に は 堀久太 郎秀政 (兵 五 千)、 大 岩山に 

しんめい 

は 中 川瀬 兵 衛清秀 (兵 一 千)、 神明 山に は 大鐘藤 八 (兵 

どうぎ 

五 百)、 堂 木 山に は 山路 将監 (兵 五 百)、 北国 街道に は 

小川 土 佐 守 (兵 一 千)、 而 して 木の 本 を 本陣と して 羽柴 

秀長 一万 五 干を以 つて 固めた。 其 上に、 丹 羽 五郎 左衛 

門 尉長秀 を海津 口の 押と なし、 長 岡 (後の 細 川) 与 一 

郎忠興 を 水 軍と して 越 前の 海岸 を 襲わし める と 云う 周 



致す。 勝 家 は それだけで 上首尾で ある。 急き 帰陣 すべ 

しと 命じる が、 今の 場合 聞く 様な 盛 政で はない。 盛 政 

「匠 作 (勝 家の 別名、 つまり 修理 亮の 別名で ある) そ 

れ ほど 老 ぼれ たと は 知らなかった。 軍の 事 は、 盛 政に 

委せて 明日 は 都へ 進まれる 支度 をした 方が いい」 と 豪 

語して、 勝 家の 再三の 使者の 言葉 を 受け つけない ので 

ある。 勝 家 嘆息して、 「さても 不 了簡なる 盛 政 かな、 こ 

れは勝 家に 腹切ら せんとの 結構なる べし、 何とて、 敵 

を筑 前と 思い けん、 今日の 敵 は 盛 政な り」 と 云った。 

賤ケ岳 七 本 槍 之 事 



は 面々 討死 をして 見せ 申そうと 計りに、 青木 勘 七、 原 

勘兵衛 等と 共々 に、 追い手の 中に 馳せ 入った。 青木 勘 

七 は 血気の 若武者で、 真 先に 進んで 忽ち 五 人まで 突 落 

したと ある。 この 青木 は 後に 越 前に 在って 青木 紀伊守 

一 矩に 仕えた が、 ある 時 同じ 家中の 荻 野 河内の 館 で、 

寄 合いが あった 際、 人々 に 勧められて、 余 S ハ湖畔 戦の 

想い出 話 をした 事が ある。 「金の 脇 立 物、 朱 漆の 具足 

の 士と槍 を 合せた が、 その 武者 振 見事であった」 と 語つ 

た処 が、 その 武者が 主人の 河内で ある ことが 判り、 互 

に 奇遇 を 嘆 じたと 云う 話が ある。 中学の 教科書な どに 

出て いる 話で ある。 それ はとに かく、 盛 政の 軍 は、 拝 



盛 政 一 言 もな しで ある。 前 田 利 家父 子 は 二 千騎を もつ 

て 備えて 居た が、 敗軍と 見る や、 華々 しい 働き もな く 

早速に 府中に 引取った。 利 家の 出陣 は、 別段、 勝 家の 

家臣で あるから でもな く、 ただ 境 を 接する の 故 を もつ 

てで ぁリ、 且つ 秀吉と は 寧ろ 仲が 善かった 位で あるか 

ら、 体の いい 中立 を 持した わけで ある。 此 合戦に 先ん 

じて、 秀吉利 家の 間にある 種の 協定 さえ あつたと 思わ 

れ るので ある。 丹 羽 長秀、 これ を 見て 時分 はよ しと 

諸 此^に 突出 を 命じた。 北国 勢 全く 潰えて、 北へ 西へ と 

落ちて 行った。 小 原 新 七 等 七八騎 で、 盛 政 等 を 落延び 

させんと、 小高き 処で、 追い 来る 秀吉勢 を 突 落して 防 



お市の 方 を、 勝 家に 再嫁せ しめたの である。 勝 家の 許 

に 来って 一年 経たず、 再び 落城の 憂目 を 見る 事に なつ 

た。 勝 家、 その 三女と 共に 秀吉の 許に 行く 様に 勧める 

が、 今更 生長え る 望が どうしてあろう、 一 緒に 相 果て 

ん 事 y J そ 本望 であると 涙 を 流し て 聞き 容れな い。 宵 か 

ほととぎす 

らの 酒宴が 深更に 及んだ が、 折 柄、 時鳥の 鳴く の をお 

市の 方 聞いて、 

さらぬ だに 打 寝る 程 も 夏の 夜の 夢路 を さそ ふ 

ほととぎす 

享么 力な 

と 詠 ずれば、 勝 家 もまた、 

夏の 夜の 夢路 はかなき 跡の 名 を 雲井に あげよ 山 



る。 

盛 政 は 勝 家の 子 権 六と 共に 捕われ、 北の 庄 落城 前、 

緦 付きの 姿で、 城外から 勝 家に 対面 させられ ている。 

権 六 は 佐 和 山に、 盛 政 (年 三十) は六条 河原に、 各々 

斬られた。 信 孝 (年 二十 六) も 木曾川 畔に 自決して 居 

る。 清洲 会議の 外交 戦に 勝った 秀吉 は茲に 全く 実力の 

上で、 天下 を 取った わけで ある。 

後記 

この 合戦 記 を 作る に 際して、 



『余 呉 床 合戦 覚書』 及び 『別 本 余 呉 床 合戦 覚書』 

上下 を 主たる 参考 本と し、 諸 本に よって は 人名の 

多少 異る ものが あるが 今 は 総て - J の 覚書に 従 つ た。 

他に 参考と した もの は 次の 如し。 

柴田 退治 記 

よしみ 

これ は 合戦の 当年 天 正 十 一 年 十 一 月 大村由 巳の 

著した もので 最も 真実に 近いが 故に、 これによ つ 

て 訂正した 処が ある。 

賤岳 合戦 記 

太閣記 

かわずみ 

川 角 太閣記 
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